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はしがき

　本書は社会心理学の教科書として、社会心理学のさまざまな学問的知識をそ

の研究方法や検証実験などによるエビデンスとともに学べることを第 1 の目的

として編んだものである。さらに本書では、社会心理学の知見を、現実社会に

おいて適用した事例を数多く示している。読者がそれらを参考にして、社会心

理学の知見を学問の中にとどめることなく、自身にとっての気づきをもって、

日常生活での小さな実践につなげられることを第 2 の目的としている。そのた

め、章タイトルも実践を促す動きのあるものにした。

　第 1 章から第 5 章までは社会心理学の王道ともいえる学問的知識を扱い、第

6 章から第 9 章までは現代社会が直面する具体的な課題を取り上げ、社会心理

学的知見が課題解決や対策に生かされる場面を紹介する。

　本書は集団そのものを対象とする研究ではなく、1920 年代以降の、オール

ポート（Allport, F. H.）に代表されるような、集団の中の個人に焦点を当てた社

会心理学の研究を紹介する。例えば、クーリー（Cooley, C. H.）のいう鏡映的自

己においては、自己についての意識は、常に社会的であり、他者とのコミュニ

ケーションによって形成されるものとする。人は他者という鏡を通して自分を

知り、身体でさえ、「私はあなたより背が高い」など、人との比較の中で意識

され、自己感情を喚起するという。個人の行動は「社会的な刺激として働く反

応、あるいは社会的刺激に対する反応」としてとらえる。

　社会心理学は、ゲシュタルト心理学や認知心理学、進化心理学などの影響を

受けて学問として発展していくとともに、第二次世界大戦などの時代背景の影

響や、科学技術の進展に伴って進歩したマス・コミュニケーションやインター

ネット・コミュニケーションなどのコミュニケーション手段の影響も受けてい

る。

　インターネットは、その前身である ARPANET（アーパネット）が 1969 年に
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iv はしがき

米国内の 4 つの大学・研究機関での接続に成功して以来、進化を遂げながら世

界 中 を 結 ん で き た。1989 年 に は Web が 誕 生 し、2004 年 に は SNS（Social 

Networking Service）が出現した。モバイル端末の普及と相まって、日常生活

上の問題はインターネットを介してきわめて短時間で解決できることが増え、

また、人と人とのつながり、人と社会とのつながりも大きく変化してきた。

　そのような時代にあっても、2024 年の元日には石川県能登地方において地

震が発生し、震度 7 の揺れが観測され、多くの方々が犠牲となった（令和 6 年

能登半島地震）。1 月 23 日現在の被害状況は石川県で 233 人死亡、19 人安否不

明である。また、能登半島地震の翌日の 1 月 2 日には、羽田空港において、日

本航空 516 便が着陸直後に海上保安庁の航空機と衝突し、海上保安庁の航空機

に乗っていた 6 人のうち 5 人が死亡する事故が起きている。日航機の機体は炎

上したが、乗客乗員 379 人全員が脱出し、日航機側の死者は出なかった。さま

ざまな科学技術や通信技術が発展しても、それだけでは、今なお救えない命が

あることを目の当たりにしたが、その一方で、自然災害や事故が発生したとき

に、日ごろの訓練が生かされ、的確な指示が出され、人々がそれを信頼し、協

力しあえることで救える命があることも示された。一人ひとりの行動の背景に

は、組織や社会が育んできた個の力と信じ合える社会の力があったに違いない。

社会心理学の学習を通して、個が気づき、実践し、力をつけることで、個人だ

けでなく社会も強くしていくことを期待してやまない。

　最後になってしまったが、本書の編集をご担当いただいた日科技連出版社の

鈴木兄宏氏、石田新氏、前任の田中延志氏（退職）には、完成に向けてのそれぞ

れの節目において適切な助言や支援をいただき、また、私たちの遅れがちな歩

みを辛抱強く見守り、励ましていただいた。心より感謝を申し上げる。

　2024 年 1 月

著者を代表して　

喜　岡　恵　子　
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6464 第 4章　集団としての意思決定をする

 • 仕事を通しての個人の成長や学習の機会

 • 仕事以外の生活と仕事との生活のバランスおよび相互作用

 • 公正で十分な賃金および報酬

 • 自分の仕事が社会に貢献する程度

サーバントリーダーシップ論では（Greenleaf, 1977）、部下の目標や達成を支

援する役割を重視し、部下を配慮し、うまく成長に導くことが大切で、能力を

最大限引き出すことが目標となる。上司は支援をし、部下の主体的な行動を引

き出すことに努める。この観点では、部下に対するハラスメントを防止し、部

下の人格の配慮による、部下の情緒的満足を高めることから、組織モラールが

維持できる点が、現代においても注目されている点である。

職務満足感をもたらす要素としては、仕事、労働条件、人間関係、仕事以外

の生活、個人属性が関連することを、小野（2019）は指摘している。

近年はこうした部下の人権に配慮したリーダー像が求められており、コンプ

ライアンスの重視とともに、職場に不満が鬱積し、若手が早期離職しないため

にも公正な職場環境に注意が向けられるようになってきた。その一つが、倫理

的なリーダーシップという概念に反映している。その要素としては、部下の意

見を十分聴取し、社員が道徳規準に従うよう導き、その手本を示し、いかに達

成していくかの道のりも重視し、教示すること、そして、自身が公正かつ公平

な決定を行うことが大切である（Brown et al., 2005；坂田，2017）。

4.2　集団意思決定

ジャニスは、キューバ危機に絡む作戦における実例の分析から、集団意思決

定が偏っていく現象を指摘した。議論の中で 1 つの方向への同調が生じ、リス

クから目をそらし、異論が許されない雰囲気が醸成され、自分たちの決定の正

しさが過信されていく傾向があると指摘している（Janis, 1971, 1972）。

集団意思決定において必ずしも賢明でない選択に結論が進んでしまうこうし

た現象を、ジャニスは集団思考（集団浅慮）と呼んだ。
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65654.3　集団間関係

こうしたことが生じやすいのは、一つには、いつの間にか集団の同質性が高

まることによって、物の見方が偏ってしまうことによる。組織において、価値

観の近い者を採用、登用し続けることによって、異質さが集団の中で減じてし

まう。同じタイプの者たちが、同じような発想で、同じ誤りをしていることに

気づかない事態が生じるのである。また、重要な決定ほど秘密裏に行われる傾

向があるので、特定の集団から広げて是非を諮るような機会がもてなくなって

しまう。また決定までの時間的プレッシャーがあると、ますます多様なアイデ

アによって考え直すゆとりも失われ、自分たちの決断が正しいものと確証して

しまいやすくなるであろう。

集団浅慮を防ぐには、意識的に多様な価値観をもつ者たちが多様な意見を発

言できる雰囲気を醸成し、耳を傾けて議論ができるような状態を維持すること

が有効であろう。

また、議論の中で、結論が極端な方向へ振れていく場合があることも指摘さ

れており、これをリスキーシフトと呼ぶ（Stoner, 1961）。

4.3　集団間関係

4.3.1　社会的アイデンティティ理論

社会的アイデンティティ理論を提唱したタジフェルら（Tajfel, 1971；Tajfel 

et al., 1971）は、集団間の関係に基づく多くの現象を解析した。人は、自身が

属する集団である内集団と、自身が属していない集団である外集団を区別する。

自身のセルフ・エスティームは、属する集団がよき集団であることから得られ

る集団自尊心を通じて、間接的に維持、高揚することができる。内集団が優れ

た集団であることに自身もメリットを感じることから、内集団に有利な形でこ

とがらを理解する傾向をもつ。

タジフェルらは、報酬分配の実験を通じて、人が内集団をひいきすること、

しかも、歴史的経緯もない、ただ 2 つの集団に分かれただけである最小条件集

団において、内集団ひいきが生じることを示した。
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6666 第 4章　集団としての意思決定をする

図 4.3 の報酬分配のマトリクスから自分ではない内集団メンバーと外集団メ

ンバーに対してどれを選ぶかの実験を行うにあたって、内集団が表の下側であ

る（a）では、右に行くほど内集団も外集団も値が上昇するが、左のほうでは内

集団が不利であったのが、13 で同じとなり、それ以降、右に行くほど内集団

の有利さが増していくことになる。一方、内集団が表の上側となっている（b）

では簡単ではなく、右に行くと絶対的な分配量は大きな数になる一方、外集団

と比較すると不利になっていく。どの組合せを分配として選ぶかで、内集団ひ

いきの程度がわかることとなる。（a）の選択位置から（b）の選択位置を引くこ

とによって、内集団ひいきないし外集団への敵視の程度が見られると考えられ

る。こうした結果から、一つの条件では約 72％の内集団ひいきが見出され、

意味のある集団間だけでなく、最小条件集団パラダイムと呼ばれる意味合いの

薄い集団分けにおいても生じることをタジフェルらは示した。

外集団が内集団にとって妨害にならない限り、即座に外集団を攻撃しようと

いう動機づけは生じない。しかし、限られた領土を確保することや、利益が衝

突するような状況においては、内集団の利益は、そのまま外集団にとって損失

となるので、集団間の対立がより切実なものとなるであろう。

人事などの限られたポストでも、特に外集団に意図的に被害を与えようとは

考えていなくても、内集団成員を優遇してしまうと、結果的に外集団の人たち

には不利益となることもある。

内集団成員を優遇することは、互恵的利他主義の観点からも、より互恵性を

確実に期待できる顔を見知った内集団成員間で協力行動を行うことで、将来の

図 4.3　内集団ひいき測定のための分配マトリクス（Tajfel et al., 1971）

外集団 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

内集団 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25

内集団 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19

外集団 1 3 5 7 9 11 13 15 17 19 21 23 25
（b）

（a）
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67674.3　集団間関係

自己の利益をより確かなものとすることができる（清成，2002）。

時に外集団に対して冷淡となるのは、相手をよく知らず、身近に感じられな

いという背景もある。より距離の離れたところでの出来事は、身近な出来事よ

りも援助しようという動機づけが弱いことが示されている。このように、詳細

な知識の欠けたステレオタイプ・イメージから偏見が生じることもある。

4.3.2　偏見

人は集団に対して、決まり切ったイメージで先入観を抱くことがある。これ

がステレオタイプと呼ばれるものである。ステレオタイプに基づいて、好悪の

感情を発動させると、それが偏見となり得る。はっきりした嫌悪や敵対心でな

くても、ステレオタイプから相手の性質やそれに基づく欲求を決めつけてしま

うと往々にして偏見的対応が生じてしまいやすい。

第 3 章でフィスクらのステレオタイプ内容モデルを示す中で、ステレオタイ

プ・イメージが、その集団に対する感情にも影響することが図示されている。

そこでは、一般的に第三者がどのように集団を見るかという点から描かれてい

るが、ここから集団間関係を拾い出すこともできるだろう。

対角にある「能力高 / 温かさ低」 vs 「能力低 / 温かさ高」という条件は、現

実に、「都市部 vs 地方」、先進国と途上国の南北問題、キャリアの追求と子育

てなどの考え方を巡り、対立要素を含んでいる。内集団 / 外集団の原理に基づ

けば、人は自分を防衛するために、対置されている逆の立場の者を攻撃し、貶

めることも生じる。大衆迎合的な振る舞いの中で、反知性主義を示すことなど

もこの図式から理解できる。

この中では、他集団を敵対的に認識することが含まれていたが、排斥的な対

応が起こりやすい条件も考えられる。第１章で描かれた社会的比較の要素を加

味すると一段と理解がしやすくなる。自分で大切とされている価値のもと、自

分の有利な特徴を重視すれば、その引き換えに対立他者の有する特徴の価値を

下げて見ることがもたらされることがある。

たとえば、スポーツに大きな価値を見出さないことは、スポーツに熱を入れ
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